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水草を食害する rきらわれもの』としてはます第一に 

俗称エビガニと呼ばれてV、るザリガニ科のアメリカザリ 

ガ ニ Procambarus clarkii Girardがあげられるが、 

筆者の庭の水槽に植えてあるカヤツリグサ科のクログワ 

イ Eleocharis tuberosa Schult . var. kuroguwai 

Velox F ab ric iu sはバッタ科のハネナガイナゴQx- 

ya  VeZojc Fabriciusに毎年食い荒らされて、いつも 

無残な姿をさらけ、千葉県野田市岩名産、シロバナミズ 

アオイ Monochoria Korsakowii Regel et Maack 

form, albiflora Honda (ミズアオイ科）= 野田市の産 

地は埋立てられて消滅二や知人から贈られたヤエオモダ 

力  Sagitaria trifolia L. cv. plena (オモダカ科〉

も毎年オンブバッタAtractomorpha bedeli Bolivar
(オンブバッタ科）の食害を受けて辛うじて生きのびて 

いるというなさけない有様で、相当見廻りの回数をふや 

して注意はしているものの大低は僅かのrすきJ に被害 

を受け令のには閉口する0

本年の気候は不順だったせいか、やはり水槽で10数年 

続けて栽培中のオニバス五uryaZe ferox S a lisb .(ス 

イレン科）の生育が思わしくなく、新聞では開花のニュー 

スまであるのに筆者のものはまだ本葉が見え始めた程度 

である。

気をつけて見ると浮葉に食害の跡があって犯人？さが 

しにやっきになったが、この程やっと判明した（写真）。 

シロバナミズアオイやヤエオモダカを食害するオンブバッ

[写真]オニバスの葉を食べるオンブバッタ。

夕の仕業であった。

オンブバッタは小型の昆虫で普麵が雌の上におぶさっ 

ていることからこの名が付V、たというが雄で20mm内外、 

・ 您 mm内外の体長であって中国、朝鮮半島、日本全国 

に生息しているありふれた種であって子供にまで知れわ 

たっているのに食草については余り詳しく判っていない 

ようである。

シロバナミズアオイやヤエオモダカ程の被害はないも 

ののオニバスの葉を食害することを知ったので報告して 

おきたい。
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